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年間4.0トンの
まゆづくりを目指して

召-つ
町内には92戸の養器農家があり、年間43.4トン、1億1.000万円のまゆを生所
している。

ここ宇和川養盗団地の長田睦雄さん (73改）は、昭和51年度2次腹構事業で
3.9haの桑同造成と、600吋の蚕舎を廷築し、年71illのOiiJffで3.5トンのまゆを生

産している。今後は、さらに省力化を図り、年間4.0トンのまゆ生産を目指す県下で
も5本の指に入る大型養盗農家である。 （写真は春益の飼打に忙しい艮田さん夫痰）
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匝 匂 田(2)

四
月
ニ
ト
九
日
の
春
の
叙
勲
に
、

前
肱
川
町
森
林
組
合
艮
の
香
川
亀
久

次
郎
氏

（ヒ
十
改
）
が
選
ば
れ
、
勲
上

等
双
光
旭
B
意
の
栄
に
浴
さ
れ
ま
し

、

』
•
t
 伝達
式
は
五
月
十
八
日
農
林
水
産

省
で
行
わ
れ
、
農
林
水
産
大
臣
か
ら

勲
章
を
受
け
ら
れ
、
続
い
て

nis居
で

天

q
陛
下
に
拝
掲
し
て
、
陛
下
か
ら

直
接
ね
ざ
ら
い
と
激
励
の

g菜
を
紺

わ
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
昭
和
二
十
二
年
か
ら
昭
和

五
十
ヒ
年
二
月
ま
で
の
三
卜
五
年
間

に
わ
た
り
地
域
林
業
の
振
輿
と
消
防

活
動
の
功
籟
を
認
め
ら
れ
た
も
の
で

あ
り
、
香
川
氏
は
も
ち
ろ
ん
私
た
ち

肱
川
町
民
に
と

っ
て
も
栄
誉
な
こ
と

で
あ
り
ま
す
。

香
川
氏
は
、
昭
和
二
十
二
年
七
月

に
大
谷
森
林
組
合
の
主
木
と
し
て
窄

職
さ
れ
、
さ

っ
そ
く
戦
後
荒
廃
し
た

林
地
に
籍
を
取
り
も
ど
す
こ
と
か
ら

又
皇

i"̀i§ 

一
今
＾
年
9
2
~
*々
皇
層
い
じ

U
疇
・

1

林
業
振
興
と
消
防
活
動
に
功
績

「
勲
五
等
双
光
旭
日
章
」

香
川
氏
に
叙
勲

勲 記

始
め
ら
れ
ま
し
た
。

雑
木
化
し
た
林
地
に
は
、
ま
ず
杉
・

桧
の
植
樹
か
ら
と
、
造
林
計
両
を
立

て
ら
れ
、
こ
の
計
画
を
推
進
す
る
た

め
苗
木
の
生
産
計
画
・
母
樹
林
の
設

定

・
種
子
の
採
取
・
苗
畑
の
確
保
に

情
熱
を
注
が
れ
ま
し
た
。

昭
和
二
十
七
年
に
は
、
森
林
組
合

の
合
併
を
手
が
け
ら
れ
、
組
合
貝
の

要
望
に
応
え
ら
れ
る
紐
合
づ
く
り
の

た
め
地
域
林
梨
絡
本
方
針
を
定
め
ら

れ
、
山
林
の
生
産
性
の
向
上
・
集
約

的
な
経
営
生
産
・
共
同
肱
売
体
制
の

確
立
を
基
本
と
す
る
新
し
い
林
業
経

営
体
系
を
巡
め
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
林
地
の
生
産
性
向

上
と
生
産
経
費
の
軽
滅

・
省

力
化
を
図
る
た
め
に
、
第

一

次
•
第
二
次
•
新
林
業
構
造

改
韓
淋
業
＃
面
芹
，入
れ
ら
れ
、

昭
和
四
十
几
年
度
に
は
、
作

業
道
開
設
機
械
を
導
入
し
て

年
間
約
ヒ
百
メ
ー
ト
ル
の
作

業
道
を
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
作
業
道
開
設
に
よ
っ

て
、
行
林
施
業
や
伐
採
材
搬

出
な
ど
の
生
産
費
の
軽
滅
が

図
ら
れ
地
域
林
業
経
営
の
慈

欲
を
麻
め
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
し
い
た
け
栽
培
に

つ
い
て
は
、

他
の
燃
料
に
押

-

さ
れ
て
斜
陽
化
の

一
途
を
た
ど
っ
て
い

た
木
炭
の
原
木
を
利
用
で
き
る
し
い
た

け
生
所
に
沿
服
し
、
そ
の
生
産
奨
励
と

技
術
杵
品
守
に
英
知
を
注
が
れ
ま
し
た
。

現
在
で
は
、

組
合
取
扱
泣
七

0
ト

ン
、
金
額
に
し
て
一二
億
五
千
万
円
と

な
り
、
肱
川
町
最
大
の
収
益
産
業
と

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
晴
れ
の
叙
勲
で
は
、
香
川
氏

が
昭
和
三
十
二
年
四
月
消
防
団
長
に

就
任
さ
れ
て
以
来
、

昭
和
四
十
九
年

に
退
団
さ
れ
る
ま
で
の
大
き
な
功
労

も
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

団
の
厳
正
な
規
律
と
郷
土
愛
に
燃

え
る
肱
川
消
防
精
神
を
机
え
付
け
ら

れ
、
一
致
団
結
・
技
術
の
錬
歴
に
励

む
心
掛
け
な
ど
を
指
導
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
｀
団
の
近
代
化
と
機
動
性
の
必

要
を
認
悶
さ
れ
｀
機
械
器
共
の
整
偏

と
防
火
水
槽
及
び
消
火
栓
の
設
置
に

“
 

よ
る
消
防
水
利
の
確
保
に
も
情
熱
を

注
が
れ
、
今
日
の
肱
川
町
梢
防
団
の

礎
を
築
か
れ
ま
し
た
。

香
川
氏
は
、
団
貝
と
し
て
火
を
消

す
た
め
の
訓
練
も
さ
る
こ
と
な
が
ら

ふ
だ
ん
か
ら
火
を
出
さ
な
い
た
め
の

予
防
消
防
の
孤
要
性
を
解
き
、
一
般

家
庭
に
お
け
る
防
火
思
想
の
井
及
に

も
力
を
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。

五
月
二
十
四
日
に
は
、

肱
川
町
公

民
館
に
お
い
て
、
大
野
町
長
・
河
野

組
1^1
長
の
発
起
に
よ
り
、

県
関
係
者
・

県
森
林
雑
合
連
合
会

・
日
本
き
の
こ

セ
ン
タ
ー

を
は
じ
め
、
町
議
会
譲
µ
•

森
林
組
合
役

u
．
消
防
団
役
只
な
ど

約
百
五
十
人
の
か
た
が
た
の
賛
同
を

得
て
叙
勲
祝
賀
会
が
催
さ
れ
、
そ
の

感
激
と
喜
ぴ
を
分
か
ち
あ
い
ま
し
た。

香
川
亀
久
次
郎
氏
の
今
後
ま
す
ま

す
の
ご
健
康
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 公民館で行われた叙勲祝賀会

0
「
今
年
は
店
値
が
続
い
と
る
が

余
り
は
え
な
ん
だ
わ
い
。
も
っ
と

植
え
と
い
た
ら
良
か

っ
た
ん
じ
ゃ

が
．．．
 
」
莉
値
続
き
で
椎
茸
生
産
ポ

の
意
気
上
が
る
。

(
％
肱
川
町
椎
茸
共
進
会
1
1
公
民

館
）

0
「
さ
あ
、
う
ま
い
洒
が
飲
め
る

ぞ
／
．勝
利
の
味
は
格
別
」
大
谷
ヤ

ン
キ
ー
ス
創
設
以
米
初
の
優
勝
。

（％

川

K
軟
式
野
球

5
月
大
会
1
1

町
民
グ
ラ
ン
ド
）

or久
し
ぶ
り
に
汗
を
か
い
た
／
．

え
え
グ
ラ
ン
ド
じ
ゃ
の
1
。
肱
川

に
も
こ
が
い
な
の
が
あ
っ
た
ら

の
ー
／
．
」
体
の
不
自
由
な
方
迄
の

ス
ポ
ー
ツ
祭
、

肱
川
勢
紐
闘

（％
身
障
者
ス
ボ
ー
ツ
大
会
1
1
県

営
総
合
グ
ラ

ン
ド
）

orえ
ら
い
こ
と
じ
ゃ
、
新
し
い
吾

虫
ら
し
い
ぞ
／
．野
村
で
発
生
し
と

る
け
ん
肱
川
も
す
ぐ
ぞ
」
稲
作
農

家
に
と

っ
て
大
敵
の
イ
ネ
ミ
ズ
ゾ

ウ
ム
シ
が
発
生
、
早
期
防
除
を
I
.

（％
稲
の
病
岩
虫
発
生
状
況
調
介

1
1
町
内
）

0
「
お
る
か
な
？
み
え
り
ゃ
せ
ん

ぞ
、
も
う
少
し
太
ら
せ
て
か
ら
取

る
と
す
る
か
：
」。
網
を
片
手
に
プ

ロ
か
ら
に
わ
か
漁
師
ま
で
大
勢
集

ま
る
も
初
日
は
全
然
取
れ
ず
．

（％
ア
ユ
漁
解
禁
）



(3)句 匠 困

五
月
二
十
九
日
、
鹿
野
川
湖
で
肱

川
町
観
光
協
会
主
催
に
よ
る
ヘ
ラ
プ

ナ
釣
り
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
県
内
を
は
じ
め
京
阪
神

方
面
、
遠
く
は
岐
阜
県
か
ら
II

鹿
野

川
湖
の
ジ
ャ
ン
ポ
ヘ
ラ
IJ

を
も
の
に

し
よ
う
と
七
十
二
人
の
太
公
招
が
詰

め
か
け
ま
し
た
。
受
け
付
け
の
午
前

五
時
に
は
、
前
日
か
ら
の
泊
り
込
み

組
や
当
日
参
加
者
が
次
々
に
受
け
付

け
を
済
ま
せ
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
開
会
式
が
行
わ
れ
、
大

野
和
猷
光
協
会
長
の
あ
い
さ
つ
に
続

い
て
堀
和
明
実
行
委
且
長
か
ら
大
会

注
店
事
項
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
者
は
さ
っ
そ
く
各
自
思
い
思
い

ーrィ

大
会
入
賞
者
の
面
々

の
ポ
イ
ン
ト
に
向
い
｀
大
会
開
始
の

午
前
7
時
か
ら
午
後
3
時
ま
で
の
間

に
日
頃
の
腕
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

こ
の
大
会
で
は
、
ヘ
ラ
プ
ナ
の
自

然
保
護
と
行
成
を
目
的
と
し
て
い
る

た
め
、
釣
っ
た
数
で
な
く
、

一
尾
当

た
り
の
長
さ
、
若
し
く
は
重
伍
が
審

在
対
象
に
な
り
ま
す
。
．
こ
の
た
め
検

測
し
た
あ
と
は
湖
へ
放
す
こ
と
を
条

件
と
し
て
い
る
の
で
、
い
く
ら
大
き

く
て
瓜
批
が
あ
っ
て
も
死
ん
だ
ヘ
ラ

プ
ナ
は
審
査
の
対
象
か
ら
除
外
す
る

と
い
う
厳
し
い
審
布
甚
湖
が
設
け
ら

れ
ま
し
た
。

今
大
会
は
、
ダ
ム
の
水
温
が
低
く

か
っ
た
せ
い
か
、
釣
況
は
今

―
つ
で

し
た
が
“
さ
す
が
名
人
“
と
あ
っ
て
、

四
十
t
‘
級
の
ジ
ャ
ン
ポ
ヘ
ラ
を
釣
り

上
げ
ま
し
た
。

午
後
ー1
一
時
で
大
会
が
締
め
切
ら
れ

さ
っ
そ
く
蚊
終
審
査
が
行
わ
れ
た
結

呆
、
次
の
か
た
が
た
が
入
貸
さ
れ
ま

し
た
。こ
の
日
の
入
状
者
は
次
の
と
お
り

で
し
た
。

（敬
称
略
）

【
長
寸
の
部
】

①
片
山
賜
ー
（
明
石
市
）
い
t
ン
．

頃
＊
。
②
中
村
勝
彦
（
府
中
市
）
虹

t
頃
午
ふ
巽
頭
敬
二
（
野
村
町
）

ぃ
5
+

．
吼
。
④
今
井
敏
彦
（
松
山

市
）
い
勺
・
暉
今
。
⑤
藤
原
哲
次
（
神

［今治南2種目にV
58総体漕艇競技県予選会〕

1

1

鹿
野
川
湖
ヘ
ラ
ブ
ナ
釣
り
大
会
1

1

ジ
ャ
ン
ボ
狙
つ
て

72人

8

0

 

戸
市
）
⑲
tン
•
H
會

u

【
重
量
の
部
】

①
柳
惑
一
（
大
垣
市
）
瀾
ャ
。
ふ
い

t
‘
②
秋
山

一
水
（
香
川
県
）
頃
＊
n

．

告

ふ③
西
山
一
郎
（
香
川
県
）
虚

↑

n

．
即
h

①
安
田
幹
斗

（
岐
阜
県
）

直
.
口
．
ぃ
”
'⑤
徳

m幸
喜

（松
山

市
）
闘
會
B

．即”
'六

月
四
日
・
五

日
の
両
日
、
鹿
野

川
湖
に
お
い
て

58

総
休
漕
艇
競
技
県

予
選
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

今
回
の
大
会
で

は
、
今
年
の
朝
日
レ

カ
ッ
タ
で
優
勝
し

た
介
治
南
窃
校
の

男
＋
シ
ェ
ル
フ
ォ

ア
が
す
っ
か
り
実

力
を
つ
け
、
今
大

会
で
も
二
位
の
今

治
H
業
高
校
に
大

に̂--9...．・-
ジャンポを待って垂れ糸を見つめる太公望

▼

男

子
一
位

新

田

莉

校

⑥
シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル

▼

男

子
一
位

今

治

南

高

校

二
位
今
治
工
業
高
校

三

位

新

田
窃
校

⑥
シ
ェ
ル
フ
ォ
ア

＠
ナ
ッ
ク
ル
フ
ォ
ア

き
く
水
を
あ
け
て
優
勝
し
ま
し

>)• 

f
 ま
た
、
女
子
ナ
ッ
ク
ル
フ
ォ

ア
で
も
今
治
南
店
校
が
優
勝
し
、

男
子
シ
ェ
ル
フ
ォ
ア
と
女
＋
ナ
ッ

ク
ル
フ
ォ
ア
の
二
種
目
に
優
勝

し
ま
し
た
。

な
お
、
各
種
目
の
優
勝
ク
ル
ー

は
今
年
の
八
月
に
愛
知
県
翌
田
町

の
悶
田
湖
で
開
か
れ
ゑ
出
莉
校
総

体
に
愛
媛
県
代
表
と
し
て
出
楊
す

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
各
ク

ル
ー
の
健
闘
が
期
待
さ
れ
ま
す
．

県
予
選
会
で
の
各
種
目
の
成

絞
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
男

子

一

位

新

田
莉
校

二

位

愛

大

附
属
農
業
店
校

三
位
宇
和
品
水
産
窃
校

▼

女

子
一
位

今

治

南

窃

校

二
位
字
利
島
来
府
校

三
位
八
幡
浜
高
校

（
今
治
南
は
三
年
連
続
十
二
度
目

の
優
勝
）

二
位
宇
和
島
東
麻
校

三
位
宇
和
島
水
産
高
校

▼

女

子
一

位

今

治
北
窃
校

二
位
宇
和
島
束
莉
校

三
位

松

山

束

裔

校

⇒ら

｀ 
、:-

4分間に青春をかけて力漕する各クルー

...................................... --・・・・・・・・・・・・・-・, 
！ さ池和り ！ 
： よれ田氏‘五 ＇ 

!、 tt塁届g_？→ 農 i
〈た氏わ惟日 業！
ぉ° ＾ り）屈の
願四‘の農

池委
ぃ 田員
し9

f‘ 
ご素こ畠義に

、 哉林委事
し ._.. il暴且改喜

す
ま が野谷選氏
就原田に
゜ 任の善よ， 
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身
障
者
の

ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
、
第

二
十
二
回
県
身
体
賠
害
者
体
行
大
会

が
五
月
二
十
九
日
、
松
山
市
上
野
町

の
県
総
合
運
動
公
園
で
開
か
れ
ま
し

た。
こ
の
大
会
は
、
身
照
者
が
ス
ポ
—

ツ
を
通
じ
て
機
能
回
復
と
体
カ
ア
ッ

プ
を
図
り
、
自
ら
の
障
宮
を
克
服
し

て
、
明
る
い
希
望
と
勇
気
を
持
っ
て

た
く
ま
し
く
生
き
て
い
く
こ
と
を
ね

ら
い
と
し
て
紺
年
開
か
れ
て
い
ま
す
．

大
会
に
は
、
県
下
か
ら
ニ
ト
八
チ
ー

ム
・
約
八
百
人
の
選
手
と
一
般
障
吾

者
千
二
百
人
な
ど
計
二
千
六
百
人
が

参
加
し
、
技
と
力
を
競
い
合
い
ま
し

、
J
o
f
 肱
川
町
か
ら
も
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

投
げ
・
ハ

ン
ド
ポ
ー
ル
投
げ
・
砲
丸

投
げ
・
柏
正
確
投
げ
の
四
稲
目
に
九

人
の
選
手
が
出
楊
し
ま
し
た
。

競
技
で
は
各
種
El
と
も
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
が
、
肱
川
勢
は

日
煩
鍛
え
た
体
力
と
精
神
力
を
発
揮

し
、
二
種

H
に
入
貨
し
ま
し
た
。

な
お
、
大
会
出
場
者
と
人
炊
者
は

次
の
か
た
が
た
で
す
。

【
競
技
出
場
者
】

1
1

（
敬
称
略
）

1
1

0
川
中
茂
太
郎
（
市
の
畦
）

0
谷

本
武
治

（広
常）

0
赤
松
利
晴

（白

右
）

0
森
政
雄
（
下
敷
水
）

0

楠
野
玉
子
（
小
薮
）

0
西
田
キ
ク

工
（
小
藪
）

0
金

平

続

（

中

居

谷
）

0
城
戸
瑣
災
位
（
下
敷
水
）

0
冗
永
龍
城
（
菟
野
尾
）

【
入
賞
者
】

◎
金
メ
ダ
ル

種

目

ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ

O
E永
龍
蔵

（菟
野
尾
）

種

目

ハ

ン
ド
ポ
ー
ル
投
げ

〇
楠
野
玉
子

（小

藪

）

◎
銀
メ
ダ
ル

種
目
ソ
フ
ト
ポ
ー
ル
投
げ

0
谷
本
武
治

（
広

常

）

種

目

ハ

ン
ド
ポ
ー
ル
投
げ

0
西

III
キ
ク
ヱ
（
小

藪

）
楠野王子さん

ハ
ン
ド
ポ
ー
ル
投
げ

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ

ー
県
身
障
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
ー

肱
川
勢
健
闘
／
．
二
種
目
に
金
メ
ダ
ル

冨永龍頑さん

‘―`しず.し---シ｀‘シ~＂・ロ｀＂｀しいャo.＂｀“‘

鵬軍〇いろいろ「 7(1り
今
月
号
で
は
「
カ

ラ
シ
ナ
」
を
紹
介

す
る
予
定
で
し
た

が
、
採
取
時
期
を

過
ぎ
ま
し
た
の
で
、

「キ
ギ
ョ
ウ
」
を
紹

介
し
ま
す
。

秋
の
七
草
の

一

つ
に
数
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
観
共
用

と
薬
用
を
兼
ね
て

輻
島
県
・
会
津
地

方
で
は
栽
培
さ
れ

て
い
る
そ
う
で
す
。

野
生
に
あ
る
多
年

虹
で
花
は
茎
の
上

方
に
、
ま
た
は
枝

分
れ
し
た
花
茎
の

先
端
に
一
っ
づ
つ

咲
き
、
紫
が
多
く

福祉活動功労で

厚生大臣特別表彰

●上森山

●上磋峨谷

宮本正巳さん

下石政美さん

キキョウ（キキョウ科）

五
月
二
上
二
日
、
八
幡
浜
地
方
局

に
お
い
て
、
厚
生
大
臣
特
別
表
彰
の

伝
逹
式
が
行
な
わ
れ
、
両
氏
が
晴
れ

の
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

9

呂
本
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
八
年
か

ら
現
在
ま
で
の
三
十
年
間
担
当
地
区

の
民
生
児
爪
委
且
と
し
て
活
椎
さ
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
下
石
さ
ん
は
、

昭
和
三
十

と
き
に
白
色
が
あ
り
ま
す
。
開
花
期

は
長
く

7
1
9月
ま
で
咲
き
ま
す
。

採
取
時
期
と
鯛
整
法
1
1
薬
用
部
分

は
根
で
す
。
夏
に
根
を
掘
っ
て
水
洗

い
し
、
細
い
根
を
と
り
除
い
た
あ
と
、

日
干
し
に
し
て
く
だ
さ
い
。
根
は
乾

煤
し
に
く
い
の
で
、
こ
ま
か
く
切
っ

て
風
通
し
の
よ
い
所
に
干
す
か
、
外

側
の
皮
を
竹
ぺ
ら
の
よ
う
な
も
の
で

除
い
て
か
ら
干
し
ま
す
。

薬
効
と
用
い
方
1
1
せ
き
を
と
る
の

に
最
も
よ
い
と
甘
わ
れ
て
お
り
ま
す
。 宮本正巳氏

一
年
か
ら
五
十
七
年
四
月
に
い
た
る

二
十
六
年
間
、
民
生
児
童
委

U
と
し

て
活
藉
さ
れ
ま
し
た
。

両
氏
と
も
、
地
区
の
民
生
児
童
委

且
と
し
て
、
仕
夜
を
分
か
た
ず
、
献

身
的
に
福
祉
活
動
を
続
け
て
来
ら
れ

ま
し
た
。

そ
の
功
績
が
み
と
め
ら
れ
、
特
別

に
今
回
表
彰
さ
れ
た
も
の
で
す
。

①
而
桃
炎
な
ど
で
「
の
ど
」
が

は
れ
て
痛
む
・
痰
を
伴
う
せ
き

に
、
結
梗
根

2
g、
廿
ぶ

3
g

を

1
日
放
と
し
て
煎
じ
、

1
日

2
回
う
が
い
し
な
が
ら
飲
み
ま

す
。
根
は
苫
く
飲
み
に
く
い
の

で
、
廿
年
を
入
れ
る
わ
け
で
す
。

魯

む

化

膿

性

の

「
は
れ
」
も

の
に
、
結
梗
根

l

g、
シ
ャ
ク

．
 

ヤ
ク

・
根
実
各

3
gを
粉
末
と

し
て
ま
ぜ
、

1
回
址
2

gー
3

g
を
と
り
、
こ
れ
に
卵
の
欽
身

1
個
分
を
加
え
て
よ
く
か
き
ま

ぜ
、
白
沿
で
飲
む
。

1
日
に

1

囮

1
2回
飲
む
と
よ
い
。
相
炎

は
、
ナ
ッ
カ
ン
・
ミ
カ
ン
・
ダ

イ
ダ
イ
な
ど
の
未
就
米
を
半
分

に
切

っ
て
乾
煤
し
た
も
の
で

す
。

~
 ~
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(6)匈 園

花
ま
つ
り
行
平
と
“
肱
川
の
春
II

を
テ
ー

マ
に
行
っ
た
花
ま
つ
り
モ
デ

ル
撮
影
会
は
、
大
勢
の
カ
メ
ラ
マ
ン

に
参
加
し
て
い
た
だ
き
大
盛
況
に
終

わ
り
ま
し
た
．

こ
の
鹿
野
川
花
ま
つ
り
写
共

n
ン

テ
ス
ト
応
寡
作
品
の
受
け
付
け
は
五

月
三
十

一
日
を
も
っ
て
締
め
切
り
ま

し
た
が
、
町
内
は
も
ち
ろ
ん
町
外
か

ら
も
多
数
の
作
品
を
応
募
し
て
い
た

だ
き
、
そ
の
数
は
一
四
七
点
に
も
の

ぽ
り
ま
し
た
。

主
催
の
肱
川
町
観
光
協
会
で
は
、

後
扱
の
窃
士
フ
ィ
ル
ム
に
お
顧
い
し

て
専
門
家
に
よ
る
厳
し
い
審
査
を
し

て
い
た
だ
き
、
入
賞
者
が
決
ま
り
ま

し
た
の
で
発
表
し
ま
す
。

審
査
の
結
呆
、
次
の
か
た
が
た
が

入
貸
さ
れ
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

▽
推
薦
島
田
直
明
（
重
僭
町
）

“

視

線
II

▽
特
遇
直
木
菜
本

▽
入
選
奥
田
池
谷
井
上
上
甲

稔
（
大
洲
市
）

瑛
（
松
山
市
）

数
敏
（
八
幡
浜
市
）

幸
司
（
大
洲
市
）

憲
和
（
大
洲
市
）

正
夫
（
吉
田
町
）

明
（
松
山
市
）

g i 
作

・合都露米山福飯東大 山 上 平

の
谷口田本本田 政田甲 野

富征泰吉和 賢利弘孤恵

｀いま日がとお母 Iー9 3ん 作隻竺雙度喪云裳喪雙公

宣言、と"，‘HI［国［国：
9 I U,  u.、＾し 1`'~ ＂＂ 0 -....,l....イ 虐II. n (？Q繰ヽ...;., ! (/')月六

で 問月
、 二

ぜ肱十
ひ 川 日

ー阿か

ゃ m四郎97”‘レパ l-• 度ムら民七
59 す喜屈を各占ゃl: ; t 
云ま rヽ ゜``；i[託

推
薦
に
島
田
さ
ん
（
重
信
町
）

亨

推薦に選ばれた島田さんの‘視線、

河川愛護月間

きれいな川を

とリ戻そう．”
7月1日～31日

，． 
＇ ・て
・"':...e會．,.,,..・．， ． .． o 

暖
か
く
な
り
、
庭
い
じ
り
や
戸
外
で

で
遊
ぶ
こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
が
、

こ
ん
な
と
き
、
木
の
ト
ゲ
な
ど
で
刺

し
偏
を
つ
く
っ
た
。
古
釘
（
＜
ぎ
）

を
踏
み
抜
い
た
な
ど
の
と
き
は
、
た

と
、
み
濁
は
小
さ
く
て
も
要
注
意
。
破
傷

風
に
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
か
ら
で
す
。

原
因
と
な
る
破
傷
風
歯
は
土
の
中

な
ど
ど
こ
に
で
も
い
て
、

116U
か
ら

入
り
こ
み
‘
気
が
つ
い
た
と
き
は
と

り
か
え
し
の
つ
か
な
い
状
態
に
な
っ

て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
の
で
す
。
は

じ
め
は
、
甘
す
じ
が
つ
っ
ぱ
る
、
も

の
を
か
む
と
疲
れ
や
す
い
、
な
ど
の

症
状
で
す
が
、
や
が
て
口
が
開
か
な

く
な
り
、
け
い
れ
ん
を
起
こ
し
、
半

一
破
傷
風
の
注
意

――

数
は
命
を
落
と
す
こ
と
に
な
る
恐
ろ

し
い
病
気
で
す
。

げ
が
を
し
た
と
さ
、
消
毒
を
十
分

に
す
る
こ
と
も
必
要
で
す
が
、
そ
れ

よ
り
大
切
な
の
は
、
破
傷
風
ト
キ
ソ
イ

ド
の
接
種
を
受
け
て
お
く
こ
と
で
す
。

子
供
は
‘
百
日
ぜ
き
・
ジ
フ
テ
リ

ア
・
破
傷
風
の
二
稲
、
あ
る
い
は
一―-

椋
混
合
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
て
い
ま

す
が
、
大
人
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

受
け
て
は
い
る
が
、
最
後
の
接
種
時

期
か
ら
十
年
以
上
も
た
っ
て
い
る
と

い
う
人
も
い
る
で
し
ょ
う
。
け
が
を

し
て
か
ら
あ
わ
て
る
の
で
は
な
く
‘

健
康
な
と
き
、
医
師
に
相
鼓
し
て
予

防
接
種
を
受
け
て
お
く
こ
と
で
す
。

‘ 

口

医

学

＼
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一椎茸の現状と将来についての講濱を勲心に聞く生産者

去
る
五

H
十
二
日
、

肱
川
町
並
ぴ
に
肱
川
町

森
林
組
合
の
主
催
に
よ

る
肱
川
町
椎
茸
共
進
会

が
肱
川
町
公
民
館
に
お

い
て
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

本
年
は
春
＋
の
不
作

と
い
う
こ
と
で
出
品
点

数
は
若
千
少
な
か
っ
た

が
、
続
く
椎
廿
の
莉
価

格
に
の
り
、
生
廂
者
各

位
の
生
庶
慈
欲
の
増
強

の
中
で
近
年
に
な
く
盛

り
上
り
の
あ
る
共
進
会
で
あ
っ
た
。

出
品
点
数
は
、
ホ
ダ
場
ホ
ダ
木
の

部
三
十
点
・
箱
物
の
部
―
-＿
十
五
点
・

一
般
の
部
百
八
点
、
総
点
数
百
八
十

三
点
と
な
り
、
入
賞
点
数
は
四
十
八

点
と
し
、
厳
正
な
る
審
査
の
結
果
、

ホ
ダ
場
ホ
ダ
木
の
部
の
特
等
賞
に
中

野
の
曽
根
和
伐
氏
、
箱
物
の
部
の
特

芍
賞
に
中
居
谷
の
飛
野
虎
生
氏
、

一

般
の
部
の
特
等
賞
に
中
野
の
"m"
根
さ

つ
き
氏
、
小
藪
の
松
本
和

f
氏
、
中

居
谷
の
西
本
資
久
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
入

賞
さ
れ
ま
し
た
。

以
下
、
入
賞
さ
れ
ま
し
た
四
十
八

名
の
方
々
に
は
日
頃
よ
り
生
産
技
術

の
練
麿
に
終
始
努
力
さ
れ
ま
し
た
結

果
で
あ
り
、
深
く
感
謝
し
、
尚
一
層

の
生
産
増
大
と
品
質
向
上
に
御
活
躍

を
期
待
い
た
し
ま
す
。

五
月
二
十
七
日
、
松
山
市
堀
之
内

県
民
館
で
行
わ
れ
た
共
進
会
表
彰
式

を
主
会
場
と
し
て
愛
媛
し
い
た
け
祭

り
が
開
か
れ
、
肱
川
の
生
産
者
も
四

卜
五
名
が
参
加
、
生
産
者
大
会
に
つ

づ
い
て
共
進
会
表
彰
式
に
出
席
し
た
。

肱
川
の
入
賞
は
、
上
位
に
入
れ
な

か
っ
た
が
、
二
等
賞
・
小
薮
の
松
本

和
子
さ
ん
他
五
名
が
入
賞
、
賞
状
賞

品
の
授
与
に
拍
手
を
お
く
っ
た
。

米
賓
祝
辞
に
は
知
事
代
理
と
市
町

村
氏
を
代
戎
さ
れ
て
当
町
の
大
野
町

長
が
、
生
産
者
全
貝
が

一
致
協
力
し

て
、
原
木
の
確
保
、
生
産
技
術
の
向

上
、
系
統
販
売
体
制
の
強
化
等
、
良

い
し
い
た
け
を
沢
山
つ
く
り
多
く
の

人
が
沢
山
食
ぺ
ら
れ
る
よ
う
に
努
力

し
愛
媛
し
い
た
け
の
名
声
を
た
か
め

て
ほ
し
い
と
祝
辞
を
の
ぺ
ら
れ
る
等

盛
会
の
う
ち
に
表
彰
式
が
閉
じ
ら
れ
、

三
番
町
の
街
頭
で
は
し
い
た
け
三
枚

運
動
に
よ
る
消
費
宜
伝
行
水
を
行
い
、

町
ゆ
く
人
の
長
い
列
が
で
き
る
盛
況

で
あ
っ
た
。

又
、
そ
の
他
椎
廿
料
理
コ
ー
ナ
—

等
を
開
い
て
愛
媛
し
い
た
け
祭
り
に

ふ
さ
わ
し
く
盛
況
で
あ
っ
た
。

愛
媛
県
椎
茸
祭
り

盛
大
に
開
く

．
．
 ，．

，
 

•

• 
，

.
 

i

組
合
員
の
皆
様
へ

*
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
*
＊
中
令
＊
＊
中
＊
中

i

一

偏

JI.

.

 
の
＊
＊
＊

一

月
一
圃
土
●
B
体
婁
に

＊

＊

＊

つ

い

て

の

高

●

い

一

＊
＊
＊
＊
中
＊
＊
＊
中
+
*
＊
＊
+

i

泊
、
当
農
協
の
事
運
営
に
つ
き
ま
し
す
．
こ
れ
ら
四
以
＃
跨
ま
え
一
般
民
間
金
融
一

i

て
格
別
の
こ
珂
解
そ
複
を
比
り
厚
リ
ヽ
御
礼
機
閾
ネ
盈
に
湘
径

一日
制
導
入
の
気
運
が
i

i

中
し
K
げ
よ
す
．

盛

1
す
、
今
皿
の
動
さ
と
な
っ
た
も
の
で
す
．
i

当
農
協
が
同
時
実
施
せ

i

i

さ
て
、
ご
菜
の
と
お
り
郎
使
局
お
よ
び

ざ
る
を
え
な
い
理
由

i

□9〗
冒

：

［

と

よ

り

漁

協

や

{n業
で
あ
る
郵
低
局
も
芸
一

一
労
慟
条
件
の
改
笞
、
先
進
諾
外
は
か
ら
の
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
従
い
ま
し
て
｀

-
働
さ
す
ぎ
批
判
へ
の
対
応
な
ど
か
ら
、
政
府
系
統
農
協
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
金
融
機
閲
i

一
は
週
休
二
日
制
の
抒
及
守
に
積
極
的
に
取
り
の

一
且
と
し
て
、
こ
れ
に
向
四
せ
ざ
る
を
え
i

一
糾
ん
で
お
り
、
特
に
他
廂
業
へ
の
影
響
の
大
な
い
ー
ア
が
ら
、
仝
国
的
に
組
合
以
の
抒
様
の
一

；
い
金
融
機
閲
が
そ
の
腐
に
踏
み
切
る
よ

i

)

理
解
を
い
た
だ
さ
つ
つ
あ
る
と
こ
ろ
で
す
．

一

i

う
強
く
要

mし
て
お
り
よ
す
。

以
上
の
事
情
か
ら
当
農
協
も
系
統
の

一
只
i

i
茫

、

国
会
と
傍g．
郵
使
屈
を
含
む
金
融
機
と
し
て
こ
れ
に団醐
す
ぺ
き
で
あ
る
と
判
断
~

し
た
し
た
訳
で
ご
ざ
い
ま
す
．

一
関
の
怪
一
日
制
ヴ
＾
盟
を
決
g
し
て
い
ま

-

．

-
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去
る
五
月
十
二
H
肱
川
町
公
民
館

に
於
て
、
第
十
二
回
肱
川
町
技
打
コ

ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。
こ
こ
に
審
査
の
概
要
と
成
績

を
報
告
致
し
ま
す
。

ま
ず
、
出
品
点
数
は
、
ス
ギ
四
点
、

ヒ
ノ
キ
ニ

0
点
、
合
計
二
十
四
点
あ

り
ま
し
た
。
林
業
の
町
、
肱
川
町
と

し
ま
し
て
は
や
や
物
足
り
な
い
感
じ

は
致
し
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
厳
し

い
林
業
情
勢
の
中
で
確
固
た
る
信
念

を
持
ち
、
其
剣
に
優
良
材
生
産
に
取

組
ん
で
お
ら
れ
る
出
品
名
の
皆
様
に

対
し
て
深
く
牧
意
を
表
す
る
次
第
で

あ
り
ま
す
。

次
に
、
審
企
は
、
肱
川
地
方
林
業

扱
興
協
濃
会
の
定
め
る
「
枝
打
コ

ン

ク
ー
ル
審
査
基
準
」
に
従
い
寄
査
致

し
ま
し
た
。

審
査
項
目
及
ぴ
配
点

0

経
営
目
的
に
つ
い
て
＿
二
十
占
~

〇
枝
打
技
術
に
つ
い
て
四
十
点

〇
枝
打
後
の
生
汀
状
況
に
つ
い
て

二
十
点

0

総
括
事
項
に
つ
い
て
十
占
~

以
上
四
項
目
の
合
計
を
百
点
と
し
、

滅
点
法
に
よ
り
採
点
致
し
ま
し
た
。

特
に
、
技
術
的
な
而
で
は
、
枝
打

の
荼
本
で
あ
る

「
て
い
ね
い
さ
」

を

重
祝
す
る
と
共
に
、
生
廂
目
標
を
は

っ

fぺ

0

f
ー‘

題
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
し
た
。

以
上
の
結
果
に
墓
づ
き
、
上
位
四

点
を
入
賞
と
い
た
し
ま
し
た
。

優
秀
賞
堀
川

努
力
賞
和
気
亀
田
宮
本

〔
枝
打
雑
感
〕

今
回
の
審
査
を
通
じ
て
感
じ
ま
し

芳
男
元
市
長
信

上
嵯
峨
谷

下
鹿
野
川

協

生

廣
衛

予

子

林

声

〔
審
査
概
要
及
ぴ
成
績
〕

き
り
決
め
た
枝
打
で
あ
る
か
ど
う
か

と
い
う
こ
と
に
誼
点
を
近
き
審
査
致

し
ま
し
た
。

そ
の
結
米
、
汲
高
得
点
九
十
点
、

最
低
得
点
六
十
点
で
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
結
果
を
み
ま
す
と
、
今
後
、
枝

打
を
推
進
し
、
優
良
材
、
あ
る
い
は

均
質
材
の
生
産
を
目
指
す
う
え
で
問

L
 

，．ヽ
＇

第
十
二
回

肱
川
町
枝
打
コ
ン
ク
ー
ル

た
こ
と
を
あ
げ
て
み
ま
す
と
、

第
一
に
、
生
産
材
の
目
標
を
は
っ

き
り
定
め
、
そ
の
目
的
に
基
づ
い
た

枝
打
を
行
な

っ
て
い
た
だ
き
た
い
、

と
い
う
こ
と
で
す
。

枝
打
は
、
節
の
な
い
材
を
作
る
こ

と
が
目
的
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

そ
の
方
法
を
餅
る
と
逆
に
木
材
の
価

値
の
低
下
に
つ
な
が
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ
う
次
の
点
に

注
意
し
て
枝
打
を
行
な
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
、
枝
打
開
始
の
時
期

•••••••...••••••• 
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い
衛
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．
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ー

幹
の
直
径
が
六
・
五

cm
程
度
に
な

る
ま
で
に
打
つ
。

―
-
、
枝
打
対
象
木

第
一
回
目
（
泥
枝
打
）
及
ぴ
第

二
回
は
全
林
木
。

第
三
回
以
降
は
、
素
性
の
良
い

建
全
な
優
良
木
に
つ
い
て
計
画

的
に
し
か
も
丁
寧
に
打
つ
。

な
お
、
林
繰
木
（
ニ
ー
三
列
）
に

つ
い
て
は
、
林
内
乾
煤
や
風
吾
防

止
等
か
ら
軽
い
枝
打
に
止
め
る
。

三
、
枝
打
の
最
適
時
期

生
長
開
始
期
前
の
二
月
下
旬
ー

＿＿一月。

四
、
枝
打
の
方
法

残
枝
長
を
で
き
る
だ
け
短
く
、
切

断
面
を
平
滑
に
、
そ
し
て
、
ま
た

傷
を
つ
け
な
い
よ
う
に
打
つ
。

五
、
枝
打
高
の
決
め
方

最
終
の
打
上
在
は
、
生
産
目
ば
・

撤
出
の
利
使
・
林
地
の
地
カ
・
経

営
而
か
ら
み
た
投
資
効
呆
な
ど

を
考
え
あ
わ
せ
決
定
す
る
。

一
般
ー
七
ー
八

m
程
度

大

径

材

士

一ー
十
三
m
ま
で
打

二
段
林
｝
上
げ
る
こ
と
も
あ
る

な
お
、

一
度
に
高
く
ま
で
打
上
げ

る
と
巻
込
み
が
迎
れ
た
り
、
生
長

を
芳
し
く
辿
ら
せ
る
の
で
、

ニ
ー

三
年
ご
と
に
計
画
的
に
打
つ
。

＿
固
の
枝
打
店
ー

一
・
五

m
程
度

第
二
に
、
優
良
材
の
条
件
は
、
通

“
ん
元
満
・
無
節

・
年
輪
巾
が
均

一

節
で
あ
る
が
、
今
回
は
特
に
通
直
と

い
う
こ
と
に
つ
い
て
感
じ
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
枝
打
後
、
庭
木
を
せ
ん

定
す
る
よ
う
に
枝
付
き
の
パ
ラ
ン

ス
を
よ
く
し
て
や
れ
ば
、

曲
が
り
の

少
な
い
林
分
に
な
る
と
い
う
こ
と
で

す。
以
上
の
よ
う
な
こ
と
は
、
百
林
技

術
体
系
に
集
約
さ
れ
て
お
り
ま
す
の

で
、
下
刈
や
除
間
伐
等
と
考
え
あ
わ

せ
、
ま
た
、
自
分
の
経
営
状
態
も
ふ

ま
え
た
う
え
で
、

計
画
的
に、

効
率

よ
く
、
着
実
に
実
行
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
特
様
自
身
の
手

で
立
派
な
山
を
脊
て
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

●クローバ一定期積金

教・枯婚・マイホーム等、将米の豊かな

生枡プラ ンや不意の出費にそなえ毎月着実

なペースで横立てていただける貯金です．

心 偽9籍饂賣會I：・・・ ●住宅賣會に・・・●艘胄賣會に・・・

現
在
、
県
下
一
斉
に

「
第
一
次
メ

ィ
ン
化
推
巡
運
動
」
が
強
力
に
展
開

さ
れ
て
い
ま
す
。

肱
川
農
協
で
は
昨
年
度
の
メ
イ
ン

化
推
進
に
は
秤
さ
ん
の
ご
協
力
を
得

ま
し
て
良
い
成
績
が
あ
が
り
ま
し
た
。

引
続
い
て
五
十
八
年
度
も
お
顧
い

申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。
各
種
公
共

料
金
等
の
内
、
霞
気
料
金
・
電
話
料

金
口
座
扱
替
手
続
は
、
ほ
ぼ
終
り
ま

し
た
。
ま
だ
済
ん
で
な
い
方
は
是
非

ぉ
晰
い
致
し
ま
す
。
肱
川
町
農
協
で

今
年
度
は
、
ク
ロ
ー
パ
定
期
積
金

・

財
形
貯
紺

・
有
利
な
期
日
指
定
定
期

貯
金
筍
、
目
的
貯
金
と
、
年
金
受
給

口
座
指
定
等
を
、
爪
点
推
進
項
目
に

定
め
て
、
組
合
以
付
さ
ん
に
ご
協
力

を
お
顧
い
し
て
お
り
ま
す
。

第

一
次
メ
イ
ン
化
運
動
第

一
回
は
、

七
月
末
日
ま
で
続
き
ま
す
か
ら
、
よ

る
し
く
お
顧
い
致
し
ま
す
。

昭
和
五
十
八
年
度

第
一
次
メ
イ
ン
化

推
進
運
動
展
開
中
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肱川土場木材相場表 （単位オ当り：円）

第309回市 昭和58年4月27日 県森追市より
長さ 未口径 ス ギ ヒノキ マ、ソ その他

70n下 本 373 本 373
8cm上 67 67 松パルプ

4m 12cm上~ 78 137 18cm上60 未口 6cm上
18cm上 78 144 24cm上71 26円
30cm上 137 267 30cmJ::.81 雑バルプ
7cm下 本 196 本 196 未口 6cm上
8cm...I:. 43 43 24円

3m 11cm上 43 85 
13cmに） 78 137 18cm上50 パリ材
13cm（沿 113 207 24cm上57 材（松・杉・桧）

18cm上 74 130 3()cmJ:.67 長さ 2m

7cm下 本 39 本 39 未口 3-6cm 

8cm..I:. 18 18 1本70円
2m 
16cm上 39 74 13cmJ:26 松ハリ材
30cm上 74 127 30cm上26 16cm-22cm 

6m 13cmに） 85 232 3m 60円
13cm（冗） 120 372 4m 67円

特選 13cmに 144 249 5m 85円
13cm（元 249 547 6m 85PJ 

足場 lm当り20-140円尺当')7-47円
傭 梅汁J期を控え、全般に当用買いがg立ち、やや相場も停滞気味．
考 しかし、松・桧・造作材は、品薄気配もあって好相場を持絨する．

肱川町森林組合乾椎茸相場表
1. 市売日・…•• 昭和58年5 月 26 日
1.販売数量……116ケース 183 1. 2kg 
1．数量内容及び平均単価 単位（円）

ら 香 償 ト・ンコ 特用バレ コーコ その池

数量(kg)8 4 7.8 13 3. 7 7 98.4 51.3 
比lf5(%) 46.3 7.3 43.6 2.8 
平均単価 7,334 7.809 6.02 5 5,090 

1．銘柄別価格 単位（円）

名 柄 単 価 銘 柄 単 価

＊ 厚 11,000 ドンコ小 6,810 
中厚上 徳用大稟 6.4 90 
中厚並 7,840 大パレ 5,780 
小 厚 6,810 特用中藁 6,590 
大ウ ス 8,090 中 パレ 5,770 
中 ウス上 特用小• 6,360 
中ウス並 7,500 小パレ 5.66 0 
小 ウ ス 7,190 変形大
ジャミウス 6,690 変形小
ドンコ大 9,000 色 落 5,090 
ドンコ中 7,980 コ つ

昭
和
五
十
八
年

度
の
個
人
精
算
分

の
販
売
が
五
月
十

七
日
の
市
場
を
も

っ
て
終
了
致
し
ま

し
た
。
販
売
総
数

量
二
万
五
百
八
十

四
k
g、
総
平
均
単

価
六
千
二
百
十
七

円
と
い
う
結
果
を

得
て
お
り
ま
す
。

本
年
度
は
全
国

平
均
で
八
卜
五
％
、

愛
媛
県
で
七
十
八

％
と
い
う
生
産
量

で
あ
り
全
国
的
な

品
不
足
が
続
き
、

非
常
に
高
価
格
で

の
取
引
き
が
さ
れ

て
き
た
わ
け
で
あ

る
。
年
明
け
か
ら

現
在
ま
で
の
状
況

を
見
て
み
る
と
、

市
売
回
数
十
回
の

中
で
若
干
六
千
円

の
単
価
を
切
っ
た

の
が
四
月
の
上
旬
・

中
旬
の
二
回
で
あ

り
、
残
り
の
八
回

の
市
場
は
す
ぺ
て

六
千
円
か
ら
六
千

五
百
円
の
単
価
で
取
引
き
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
価
格
は
現
在
も
な
お
つ
づ

い
て
お
り
、
五
月
―

-＋
七
日
の
市
売

に
お
い
て
は
平
均
単
価
六
千
九
百
五

十
円
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
結
果
は
、
我
々
生
産
者
は
大

変
よ
ろ
こ
ば
し
い
結
果
で
あ
り
、
う

れ
し
い
こ
と
で
は
あ
る
が
、
た
だ
、

単
に
よ
ろ
こ
ん
で

ば
か
り
で
は
い
ら

れ
な
い
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。
本
年

の
不
作
の
大
き
な

原
因
は
過
去
三
年

間
の
植
付
量
の
大

き
な
滅
少
で
あ
り
、

そ
の
結
果
で
あ
る
。

と
く
に
一
昨
年
の

低
価
格
の
影
響
を

受
け
昨
年
度
の
植

付
は
約
五
十
％
と

減
少
し
た
の
で
あ

る
。
と
こ
ろ
が
今

年
は
又
、
百
十
％
と

ま
で
に
は
ね
上
っ

て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
結
果
が
椎
茸

生
産
を
い
つ
ま
で

も
不
安
定
な
も
の

に
し
て
し
ま
う
わ

け
で
あ
り
、
こ
こ

市売別によ る単価のうごき

書 償 ネ Jij 糟肩バレ 暢 外

8.000 

7.00 

6.00 

5.00 

525 526 527 528 52 9 530 531 532 533 

乾
椎
茸
、5
8年
度
個
人
精
算
分
販
売
を
終
了
”~

販
売
総
平
均
単
価

6
2
1
7円
と
高
価
格
を
得
る

に
我
々
自
身
が
大
い
に
反
省
す
る
ペ

き
問
題
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る

が
、
と
に
も
か
く
本
年
度
の
店
価
格

は
そ
れ
で
す
な
お
に
よ
ろ
こ
び
、

そ
し
て
こ
れ
を
反
省
点
と
し
、
今

後
の
椎
茸
生
産
を
安
定
的
な
も
の

に
す
る
ぺ
く
努
力
し
て
い
た
だ
き
た

、。
し
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体
長
は
三
ミ
リ
前
後
、
全
身
が
淡

一
成
虫
＿

ア
メ
リ
カ
大
陸
原
産
の
害
虫
と
し

て
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
新
害
虫
イ
ネ

ミ
ズ
ゾ
ウ
ム
シ
が
昭
和
五
十

一
年
に

愛
知
県
に
侵
入
定
沼
し
、
そ
の
後
、

全
国
的
に
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
し

た
が
、
迷
に
、
肱
川
町
で
も
発
生
が

確
懃
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
イ
ネ
ミ
ズ
ゾ
ウ
ム
シ
は
、
体

艮
三
ミ
リ
内
外
の
小
さ
な
甲
虫
で
、

雄
は
な
く
雌
だ
け
で
繁
殖
し
ま
す
。

こ
の
虫
に
よ
る
被
害
は
、
越
冬
後
成

虫
に
よ
る
田
植
え
直
後
の
イ
ネ
の
葉

の
食
害
と
、
幼
虫
に
よ
る
活
芳
間
も
な

い
根
の
食
害
に
よ
っ
て
起
こ
り
ま
す
。

被
害
は
、
生
行
の
辿
れ
や
芸
葉
の
滅

少
と
な
っ
て
現
れ
、
穂
数
の
減
少
や

出
穂
遅
れ
の
た
め
滅
収
と
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
ぐ
2

越
冬
成
虫
が

一
株
当
り

一
匹
前
後
加
害
す
る
と
、
十
％
程
度

の
滅
収
を
招
く
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

次
に
、
こ
の
吾
虫
の
形
態
と
生
態
、

防
除
法
に
つ
い
て
、
列
記
し
ま
す
の

で
、
参
照
の
う
え
、
今
後
の
徹
底
防

除
に
お
役
立
て
下
さ
い
。

曰
形
態
と
生
態

イ
ネ
ミ
ズ
ゾ
ウ
ム
シ

発

生

＿

卵

一

緑
ー
灰
褐
色
・
不
整
形
の
斑
紋
が
、

背
中
に
暗
禍
色
・
不
整
形
の
斑
紋
が

あ
る
。
四
月
下
旬
煩
か
ら
活
動
を
始
め
る
。

越
冬
場
所
か
ら
動
き
出
し
た
成
虫
は

ま
ず
周
辺
の
イ
ネ
科
雑
京
に
寄
生
し

て
食
害
す
る
OEil
植
が
行
な
わ
れ
る

項
、
水
田
に
移
動
し
、
イ
ネ
の
葉
を

食
害
し
な
が
ら
産
卵
を
繰
り
返
す
よ

う
に
な
る
。

一
頭
の
成
虫
で
五
十
ー
百
個
の
卵

を
産
み
ま
す
．

長
さ
0
・
八
ミ
リ
ぐ
ら
い
で
、

形
で
真
珠
色
を
し
て
い
る
。

水
面
下
の
イ
ネ
の
葉
し
ょ
う
組
織

内
に
産
み
つ
け
ら
れ
、
形
も
小
さ
い

の
で
、
肉
服
で
の
判
別
は
困
難
で
あ

る
。
卵
の
期
間
は
八

8
前
後
で
あ
る
。

一
幼

虫

一

全
体
乳
白
色
で
、
成
熟
す
る
と
、

八
ミ
リ
ぐ
ら
い
に
な
る
。

卵
か
ら
ふ
化
し
た
幼
虫
は
、
水
中

に
出
て
土
中
に
入
り
、
根
に
到
達
す

る
。
土
中
の
生
活
を
営
み
な
が
ら
、

イ
ネ
の
根
を
食
害
す
る
よ
う
に
な

る
。
こ
の
時
期
の
被
害
が
最
も
恐
ろ

し
い
。
幼
虫
の
最
盛
期
は
六
月
中
・
下
旬

ー
七
月
上
旬
で
、
幼
虫
期
間
は
三
十

1
四
十
日
で
あ
る
。

円
筒

七
月
上
旬
ご
ろ
か
ら
あ
ら
わ
れ
は

じ
め
、
七
月
下
旬
！
八
月
上
句
に
ビ
ー

ク
を
示
し
、
八
月
中
句
に
終
息
す
る
。

誓
成
虫
は
イ
ネ
の
や
わ
ら
か
い

葉
や
、
イ
ネ
科
の
雑
邸
を
食
抒
し
な

が
ら
、
八
月
下
旬
頃
に
は
水
田
の
去

り
、
越
冬
楊
所

（
水
田
周
辺
の
畦
畔

土
手
・
山
林

・
呆
樹
閑
な
ど
）
へ
移

動
す
る
。

成
虫
は
、
夜
間
活
動
性
で
、
移
動

は
夜
行
な
わ
れ
る
。

（
図
を
参
照
の
事
）

口
防
除
方
法

一
新
生
成
虫
一

幼
虫
が

老
熟
す
る

と
土
で
卵

形
の
土
ま

ゆ
を
つ
く

り
、
そ
の

中
で
サ
ナ

ギ
に
な
る
。

こ
の
土
ま

ゆ
は
、
訂

径
五
ミ
リ

ぐ
ら
い
で

イ
ネ
の
細

根
に
し
っ

か
り
と
く

っ
つ
い
て

い
て
、
水

洗
い
し
た
程
度
で
は
離
れ
な
い
。

纏島風攣 イネミズゾウムシの生活

喜

‘’ 

イネミズゾウムシの成虫

対象 期 間 薬剤名 使用量 使用方法

5H上旬
バッサナック剤 10 • I!3 '， I') 

塁虚
-4 kg 

-6月下旬 欣布
パ イ ジット乳 J,000倍液

抒通梢え パイジッ ト拉 10 • l."t 1/ 

（田植後 ） 
4 kg 
湛水散布

10 1l i'，＇) 幼虫 10~15日 バイジ ッ ト粒 4 kg 

箱？謂店閑舟 つジワン l箱8011¥ー')JOO g “W)ー灯mにの散上布かするら
カヤフ＂ス＊立

7 月 F旬 ア ＇IパッDサL紛ヂ剤プ 10贔出リ4 

店
.5kg 

レルダンバッ粉サ 10 ~ at4 ,たSり
散布

8 月上旬 - kg 

薬剤防除法
出
杭
え
時
期
を
越
冬
成
虫
の
飛
来

時
期
か
ら
で
き
る
だ
け
ず
ら
し
、
し

か
も
、
一
斉
に
田
植
え
を
行
な
い
、

健
全
な
苗
を
移
植
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
越
冬
成
虫
の
被
告
を
軽
減
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

薬
剤
に
よ
る
防
除
は
、
越
冬
成
虫

の
防
除
・
幼
虫
の
防
除
•
新
成
虫
の

防
除
の
一＿＿
段
階
で
行
な
い
ま
す
。

詳
し
く
は
表
を
参
照
く
だ
さ
い
。

小

薮

．

汗

生

子
子
林
・
大
駄
馬

正
山
・
中
居
谷

月
野
尾
・
岩
谷

中

津

・

小

倉

大

谷

・

肱

栄

7
月
L
P
ガ
ス
配
遭
予
定
日

2
3
1
2
g
 

22⑲
 

5
g
2
0困

8
囮
26因

11
⑪
25
⑲
 

15曲
30出

18⑲
 

7
月
8
日
曲
ヽL
 
ー

7
月
15日
⑲
宇

和

川

方

面

藪
・
岩

谷

7
月
5
日

g
月
野
尾
・
小

7
月
6
日
困

中
泄
•
干
子
林

7
月
7
日

困

宇

和

川

南

7
月
12日
因

宇

和

川

北

7
月
13日
困

岩

谷

方

而

7
月
14
日

困

大

谷

方

而

7
月
19日
因
月
野
尾
・
小
藪

7
月
20日
困
中
油
・
千
子
林

7
月
21日
困

宇

和

川

南

7
月
26日
g
宇

和

川

北

7
月
27日
困

岩

谷

方

而

7
月
28日
困

大

谷

方

而

7
月
●
油
配
遍
予
定
日 薮

9、,雫 s̀--
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ー
第
一

かルウ 約ウう電 はくの ま電巣がを 雹集 日 教 りい目対
ギス ツで所発 伊ら原現し所め 参含当所めに立今まとを象小

後 fji |て:]息卜 ‘で電方れ子在たにて加め日をた現は年しし向に学
は、苫や 、るだ伊最量がてヵ日゜ついしては―伊代‘度たてけ”校

翠蘭言ラギと
そ方大は｀了背発本 いる‘百‘艮方科五第゜｀る自三

、電で て原今十父
でも一鹿 四所は 学子話名兄 子の二回 然をを生

をのシ発計すの万野と国が＋ 習力題ののと力粋十目 科養知か

王[}『・.,：●委窒妻i忌呈0 --•" -！真窟塞
科
学
に
対
す
る
理
解
も
深
め
て
い
っ
て

ほ
し
い
も
の
で
す
．

次
の
数
字
は
ー
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
任
紅

の
物
質
が
す
っ
か
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変

わ
っ
た
功
合
、
ど
れ
ほ
ど
の
大
き
さ
に

な
る
か
を
い
ろ
い
ろ
な
表
わ
し
方
で
示

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
ア
イ
ン
シ
ュ
タ

イ
ン
の
一
九

0
五
年
に
、
ほ
ん
の
わ
ず

か
な
物
質
が
ば
く
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

生
み
出
す
と
い
う
理
玲
に
よ
り
ま
す
。

0
-

＿0
億
キ
ロ
ウ
ッ
ト
時

エネルギーの学習をする子供遣

匝

瓢屠il
言熊
疇 8Bl幽
鬱璽躙疇囀
饗諭ぎ自讐隧こ

'習旦麿鰭§
' ［圏
噂霞響| B8D B8gggggg 
00000000Daoa 

見
学
し
、
行
き
帰
り
の
パ
ス
で
は
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
沿
線
の
地
到
な
ど
を

学
習
し
な
が
ら
一
日
を
終
り
ま
し
た
。

こ
の
現
代
科
学
に
ふ
れ
る
事
で
自
然

0

一
五

0
億
馬
力

0
1
0兆
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー

0
砥
気
ア
イ
ロ
ン
を
一

0
0万
年
か
け
っ

粁
少
年
の
健
全

Yr

成
を
顧
っ
て
、

小
学

校
四
年
生
以
上
と
中

R
 

J
学
生
を
対
象
に
冗
月

庫

庫

か
ら
学
級
文
庫
が
開

設
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
教
廿
委

文し文

各
会
で
、
昨
年
炭
か

ょ
生

汀
彗
[
r
l
t

か

を
通
じ
て
‘
本
に
親

な

人

し
み
、
読
杏
か
ら
心

［

を
翌
か
に

Trて
る
甚

礎
づ
く
り
の
ね
ら
い

も
あ
り
ま
す
．

学
級
文
庫
の
名
称

圃
は
｀
小
学
校
が
11

な
か
よ
し
文
庫
“
中

学
校
が
＂
人
生
文
庫
“
と
そ
そ
れ
ぞ
れ

名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

肱
川
町
で
は
現
在
、
幼
児
期
の
よ
み

き
か
せ
＂
お
は
な
し
文
庫
“
幼
稚
園
児

を
対
象
に
“
糾
了
文
庫
“
小
学
校
一

ー

三
年
生
を
対
象
に
ll

児
童
文
庫
“
の
図

凹
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
で
、

．． -

． 
原発1号機と 2号機

な
か
よ
し
文
庫
（
中
野
小
）

ば
な
し

〇
冷
暖
房
装
置
を
五

0
万
年
動
か
せ
る
．

0
家
庭
用
暖
房
の
火
が
二
万
五

0
0
0

年
か
ら
五
万
年
つ
づ
け
て
使
用
で
き

る。

0
自
動
車
が
地
球
を
一
八
万
同
回
る
こ

と
が
で
き
る
。

0
最
大
の
タ
ン
カ
ー
で
世
界
を
一―
1
0
0

回
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

0
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
電
気
を
五
日
間

ま
か
な
え
る
。

|

よ
く
与
え
て
み
て
下
さ
い
ー
ー

幼
児
か
ら
中
学
校
ま
で
、
一
只
し
た
読

密
活
動
体
制
が
で
き
た
こ
と
に
な
り
ま

す。
ま
す
ま
す
、
流
苔
に
よ
っ
て
、
人
間

形
成
を
進
め
て
い
っ
て
ほ
し
い
も
の
で

す。
な
お
‘
学
校
文
庫
を
入
れ
る
ユ
ニ
ッ

ト
は
、

II

肱
川
町
社
会
福
祉
協
議
会
“
か

ら
寄
賠
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
文
庫
用
図
屯
代
の
一
部
を
支
出

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

こ
の
文
庫
が
肱
川
町
の
子
ど
も
の
心

の
様
と
な
り
、
灯
と
な
っ
て
健
全
な

成
長
に
つ
な
が
っ
て
い
く
一
E

と
で
し
ょ

．
 

、つ

六
月
十
一
日
、

イ
ン
ド

ネ
シ
ア
の
ジ
ャ
ワ
品
を
中

心
と
し
た
地
帯
で
｀
今
世

紀
ア
ジ
ア
地
域
で
起
こ
る

皆
既
日
食
中
最
麻
の
も
の

が
あ
り
、
日
本
か
ら
も
多

く
の
科
学
名
や
ア
マ
チ
ュ

ア
観
測
者
が
参
加
し
、
大

自
然
の
ド
ラ
マ
の
展
開
を

観
測
し
た
。
科
学
が
進
歩
し
た
現
代

で
あ
っ
て
も
、

地
元
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

で
は
日
食
は
「
不
古
の
前
兆
」
と
の

信
仰
。

見
る
と
目
が
つ
ぷ
れ
る
な
ど

の
迷
付
に
よ
り
兄
て
は
い
け
な
い
と

百
わ
れ
た
そ
う
だ
．
テ
レ
ビ
や
新
聞

ま
で
も
が
、
見
る
な
ら
テ
レ
ピ
の
生

中
継
で
見
な
さ
い
と
呼
ぴ
か
け
る
。

日
本
で
も
衛
吊
中
謎
に
よ
り
現
地
と

同
時
に
多
数
の
人
が
日
食
の
様
子
を

見
て
い
る
。
な
ん
と
も
―
)
っ
け
い
な

清
報
七
吐
会
で
あ
る
と
岡
的
に
科
学

の
す
ば
ら
し
い
進
歩
で
あ
る
。

▼
先

日
、
肱
川
町
大
谷
の
湧
水
洞
を
見
せ

て
も
ら
っ
た
。
こ
の
洞
穴
は
鐘
乳
洞

で
、
桐
穴
内
に
た
ま
っ
た
土
砂
を
取

り
除
く
作
業
が
現
在
も
進
め
ら
れ
て

い
る
。
穴
は
今
の
と
こ
ろ
、
一
三
〇

m
位
ま
で
土
砂
が
取
り
除
か
れ
て
い

る
。
鐘
乳
石
は
指
の
大
き
さ
の
も
の

が
所
々
に
点
在
し
て
い
る
。

澗
の
大

き
さ
は
天
井
の
ぶ
さ
が
一
ー
―

-
m
、

幅
は
二
m
位
で
あ
る
。
竜
河
訓
や
秋

芳
詞
を
兄
学
さ
れ
た
人
が
見
れ
ば
何

と
物
足
り
な
い
も
の
か
も
知
れ
な
い

い
。
ラ
ジ
オ
放
送
で
あ
る
が
、

中
国

に
は
鐘
乳
洞
の
奥
行
き
が
―
―
-km
も
あ

ファインダー
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親
チ
の
ふ
れ
合

い
が
大
切
だ
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

親
手
の
会
話
不

足
も
、
指
摘
さ
れ

て
い
ま
す
。

親
と
子
で
、

同

じ
趣
味
を
も
っ
て

み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。
そ
れ

が
、
お
互
い
の
話

し
合
い
の
キ
ッ
カ

ケ
と
な
り
、
共
通

意
識
が
芽
生
え
て

き
ま
す
．

公
民
館
で
は
、

今
年
度

・
互
休
み
期
問
中
に
“
親
子
絵

画
教
室
“
を
曲
設
し
ま
す
。

左
記
の
要
領
で
尖
施
し
ま
す
の
で
、

参
加
し
て
み
よ
う
と
思
わ
れ
る
方
は
‘

お
申
し
込
み
下
さ
い
。

H
ね
ら
い
絵
を
描
く
こ
と
で
、
心
を

翌
か
に
し
、
親
子
の
つ
な
が
り
を
深

め
る
。

E
期

間

夏

休

み

期

間
中

（具
体
的

に
は
、
別
に
連
絡
し
ま
す
。

国
回
数
と
場
所
四
回
の
予
定
(
-―
―
回

は
公
民
館
で
、
四
回
目
は
町
外
へ
写

生
大
会
に
出
ま
す
）

g
時

間

午

後

七

時

――
1
0
分
か
ら
午

後
卜
時
ま
で
（
写
生
大
会
は
仕
間
と

な
り
ま
す
。

g
講

師

肱

川

中

学

校

・
加
洲
与
理

雄
先
生

因
申
込
期
間
七
月
十
五
日
ま
で
に
、

公
民
館
へ
。
（
霞
話
二
三

0
七
）

絵画教室へとうぞ

は
そ
の
他
親
＋
で
な
い
勘
合
で
も
か

ま
い
ま
せ
ん

材
料
伐
は
｀
参
加
者
れ
担
と
し
ま
す
。

梅
雨
の
李
節
に
な
り
ま
し
な
＂

“

梅
匝
と
い`
み
面
は
日
本
の
四
李
を
曲
~

か
に
し
、
ち
ょ
う
ど
梅
の
実
が
成
熟
す
る

頃
に
雨
李
に
な
る
の
で
｀
梅
の
曲
と
由
＜

よ
つ
に
な
っ
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

こ
こ
数
年
の
F
少
年
の
非
行
化
は
‘
学

>[5(親
の
生
活
ぷ
り
を
い

つ
も
兄
て
い
る
子
供
達
に
と
って、

何
気

な
い
で
莱
使
い
や
生
活
上
の
凹
四
は
成
公

の
課
松
で
糾
が
考
え
る
以
上
に
大
き
い
も

の
で
す
．

子
供
に
対
す
る
親
の
姿
勢
も
職
業
や
年

令
・
健
康
度
な
ど
に
よ
っ
て
｀
個
人
差
が

あ
り
、
し
つ
け
の
し
方
も
ち
が
う
よ
？
で 鹿野川ダムを描く

と
に
よ
っ
て
得
る
知
磁
は
や
は
り
大
き
な
も
の

が
あ
り
ま
す
。

又
、
親
と
F
の
つ
な
が
り
、
家
庭
内
で
の
心

の
ふ
れ
合
い
は
大
切
で
す
。
毎
日
が
楽
し
い
家

庭
で
あ
る
よ
つ
に
願
っ
て
い
て
も
仕
駅
に
追
わ

れ
、
と
も
す
れ
ば
家
底
で
の
ふ
れ
合
い
が
う
す

れ
が
ち
で
す
。
そ
こ
で
、
今
、

地
域
ぐ
る
み
で

地域

ぐるみで

ず。
況
佳

テ
レ
ピ
に
よ
り
汎
党
の
知
識
が
多
く

な
っ
て
い
忠
す
．

私
は
了
供
の
成
氏
に
合
わ
せ
て
、
本
を
読
む

習

g
を
っ
ぱ
せ
て
い
ま
す
．
読
書
に
よ
っ

て
知
g
を
深
め
、
情
操
を
問
か
に
し
、
想
像
力

宝
来
つ
事
が
出
来
る
か
ら
で
す
。
本
を
読
む
―
)

プールも衣替え
5月18日、鹿野川ダム Fの町民プー

ルの清抽が行われました。

自分淫が1史うプールは、 U分達でと、

肱川中学生1年生から3年生までが、
時間を分机して(1臥玲珀りに作業し、 一年

分のアカを落としました。いよいよ水

泳シーズンです。~-'故に気をつけて楽

しい夏を過こ し ましょう一•

孟

§
fって色
々
な
沿
を
設

け
て
い
た
だ
い
て
お
リ
ま

t
私
必
す
供
会
・

棠
開
の
お
炒
防
笠
母
て
爪
い
て
お
り
ま

t
‘
活
動
の
中
の
―
つ
に
h
ミ
箱
作
成
が

令
リ
ま
す
。
パ
ス
停
や
渭
蕗
脇
へ
滋
い
て
い

ま
す
が
、
今
で
は
、
ゴ
ミ
・
ア
キ
缶
な
ど

き
ち
ん
と
．
n
ミ
粕
の
中
へ
入
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
卒
の
中

□
 

り
．
洞
穴
内
に
は
水
が
た
ま
り
、
遊

梵
船
で
三
時
間
も
か
け
て
兄
学
さ
せ

て
い
る
そ
う
だ
。
▼
物
の
大
小
は
別

に
、
こ
の
よ
つ
な
白
然
の
姿
や
自
然

現
象
を
宜
接
観
察
さ
せ
る
こ
と
は
｀

人
間
の
成
長
過
程
に
お
い
て
重
要
な

屈

を

持

っ
て
い
る
。
又
、
大
人
の

心
の
や
す
ら
ぎ
を
得
る
に
も
必
要
な

も
の
で
あ
ろ
う
．

▼
自
然
を
探
究

し
、
科
学
を
発
屎
さ
せ
る
こ
と
は
人

間
に
与
え
ら
れ
た
究
極
の
使
命
か
も

知
れ
な
い
。
し
か
し
、
自
然
を
探

究
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
．
自
然
を

理
解
し
、
自
然
と
の
調
和
の
中
で

の
生
活
で
な
い
か
ざ
り
人
間
の
真

の
幸
輻
は
有
り
得
な
い
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。

自
然
か
ら
離
れ
た
郡

会
で
の
盟
か
な
生
活
は
一
兄
幸
福

そ
う
で
あ
る
け
れ
ど
・
・
・
・
・
・
。

（
菊
）

購
入
図
書
紹
介

0
三
毛
猫
ホ
ー
ム
ズ
の
運
動
会

0

赤
川
次
郎

om春
ス
ケ

ッ
チ
プ

ッ
ク

山
田
太
一

〇
攻
め

ダ

ル

マ

の

教

行

諭

為

文

也

0
こ
ん
な
刃
を
選
ぴ
な
さ
い
円
山
雅
也

0
な
ん
だ
／
勉
弛
な
ん
か
行
品
幸
夫

〇

殺

人

よ

こ

ん

に

ち

は

赤

川
次
郎

0
行
春

の

旅

田

中

澄

江

0
ど
ろ
ん
こ

の

胄

春

佐

躁

藤

三
郎

0
初
恋
・
自
殺
・
不
良
少

年

羽

仁

進

0
キ
ミ
よ
歩
い
て
考
え
ろ
宇
井
純

0
ポ
ク
は
落
ち
こ
ぽ
れ
赤
塚
不
一
一
夫

〇
ぽ
く
の
教
科
密
は
映
画
だ
っ
た
淀
川
長
治



声 色 (12)

[ l i>]： ：合王芦芦四竺i[ i ;. i: ； i 上し ゜お事こ六
でく かをとオ

正山いよっ子広場 旦拿ぎ盆．し学
が‘供やめ活習合

大使ずと・ま 開正をり‘動し成
切わ ・る でと 0 が進にそがら 一 ぴ 0 い児先所講大日は 設山育の親・て P
でせ そこ にし子あめ渡のカ~先人て今講を教生の演本に‘ーさ幼て心と野い T
する れと 次て供るて つ たえの立‘‘演行行の毛‘公｀五回れ柑ると子外た A

自 の生遠゜いため つ 人ち子舟でいの助利教民開月日ま園‘/ fこの活だ活
脳 体 ボきを く学にて生し供命はま話 百 ・'(f9fi講 二 のしでこくふ動き動

羹 t t因命 菜翌翡 E 悶：、房盆‘恒は姦畠番 g を~ 芸悶ぢい” 迄を琴各親、も
0 0 大 慣そま 0 ＾ のて食〇践 0 で しでいお大に ま役。

は
国四国

迷兄切何をれり立 一
げ
でもぺ給の遥は又がすなろ切親つね目本て心よ洗る 睡夕又集

動弟でで肇に遅事 食らみ
る食影食‘ ‘あ°いそなのよをを来くのこ面よ人眠 I ｀団

能のあもつよいの シ ペっとに咽の 話り かかし服りし忘のる問れ．つでを ゜子生
力ある並こつと時 はマ．シなが子 しま 1 とにつが‘なれ親 ゜悶た手円泊上 供活
はつ ゜のとてき問 じぴんつ大供 合しないなけ向勉いてと に． たf のの
小か 速 ゜時にの めがをてきは いたどうつのい強こ先し も氣夜 り i- 健 J:
さい さ 間は長 たあは全い｀ の ゜のこて方てのと生て 通 つ の

、と

い方 で 内片い ゜る つ部 ゜両 中 話とはが‘事 ゜のの じ
とる

康で

時をやにづチ 、せい
い く脱 状大

＜ 態切
に上 る 終け供 ― ~ .,を f、せので
開手 し らてに

~・料
発につせし i:t ~ .クl・ t‘ 會．．れ

す 1 けるま｀

る が 習いあ ’~f. ,~・ら饂ー-立“ • 瓢月： i：：，，？ ＜ :. 
こ
と
。
こ
の
退
れ
は
な
か
な
か
取
り
か

え
せ
な
い
。

0
子
供
を
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
並
ぺ
る

ま
で
は
家
庭
の
責
任
で
あ
る
。

な
ど
熱
心
な
意
見
が
出
ま
し
た
．

“――
―つ
子
の
魂
百
ま
で
＂
と
い
い
ま

す
が
、
幼
児
期
の
し
つ
け
が
l

生
を

』

左
右
す
る
と
い
え
ま
す
。
そ
れ
は
お
父

さ
ん
•

お
母
さ
ん
の
姿
勢
に
か
か
っ
て

い
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

下
の
汲
は
正
山
幼
稚
園
が
園
児
の
家

庭
で
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
潤
査
の
集

計
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
で
分
析
し

て
み
て
下
さ
い
。

何
か
思
い
あ
た
り
ま
せ
ん
か
I
.

1.この調査を記入されたのはどなIこですか．
（イ）父ー2 （口）母ー20 r'lt.ll.父-0 に井1l母ーl
2.家族鳩成は
（イ）両親と子供ー8 （口）tJi父母と同居ー15
3.ぉ＋さんのしつけに対するこ両親の与えについて
（イ）同じ身えー10 (I:>）少しくい遠う 一13 r廿仝く違う 一〇
4,お子さんに対してこ両糾の懇度は

（イ）父親がさびしいー12 (I:>）母親がさびしいー7 りどちらも
きびしいー3 白どちらもやさしい一〇 無1ill答ー 1
5.お父さんは、お子さんに話や遊び相手をしますか
（イ）よくする一9 （口）耕々 する一12 りあまりしないー2
6.おもちゃの与え方について
（イ）はしがるものを与える一0 （口）少しはがまんさせる 一18
りでさるだけりえないようにしている一5
7.おやつの与え月について
（イ）はしがるだけ与える一3 （口）叶問や量をさめて与える一16

りでさるだけ与えないようにしているー4
(A)巾肱のもの一13 (B）T`作りー3 (C)市販・手作り ー7
8.ぉ十さんが言うことをきかない9さ、どういう方法をと っていよすか
（イ）ほってお<-7 ('o）きげんをと ってさせる一7 いどうし
てもきかせる一9

9. あなたのお子さんは、おはよう•ありがとうなど日常のあいさ

つがでさていると息いますか

（イ）でさている 一16 (I:>）できていないー4 りわからないー2

無回答ー1
10.お子さんのしつけの椛限はどなたですか
（イ）父ー8 (a）母ー12 り梢父一〇 仁祉母ー1
-1 無回答一l
,,.お→fさんのしつけで特に力を入れておられることは何ですか
〇うそをつかない 09菫にでもn分の意凡をはっきりnぅ
0片付けをする 0年上の人に対する円葉使い

〇くつの益覗整とん 0人の能をよく聞く

0めそめそしない 0人なみについていけるように

0最後までがんばる 0がまんすること

0善憑のしつけ 0子どもらしく

0なんでも食べる 0人に迷惑をかけない

0自分のことはIJ分でする
12.どのようなお子さんにWってほしいと顧っていますか
0やさしい子 0のびのびと元久な子

0動植物をいなわる子 0みんなに好かれる＋

°'蘭とでも遊ぶ子 0た〈よしい子

0すなおで明るい子 0人に迷惑をかけない子

0自分の意；出を持つ子 0積極的に遠戦する9Jらしい子
0最後までがんばる予

13.幼椎園に対してどのような-とを賛まれますか
0さびし〈してほしい 0明る〈楽しめる園

0規律正し〈生枯がでさるように 0工夫する力を打ててはしい

0男の•rらしく、女の子らし〈しつけてほしい

仲）父母



(13)を近皿 匝

＂
巣
ま
る

・
学
ふ

・
つ
な
ぐ
“
が
公

民
館
活
動
の
役
割
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。公
民
館
の
役
以
は
こ
の
ほ
ど
新
し
く

次
の
人
逸
が
委
嘱
さ
れ
、
今
後
二
年
間

迷
党
に
あ
た
る
こ
と
に
な
リ
よ
し
た
。

ふ
る
さ
と
を
少
し
で
も
住
み
よ
い
、

紬
力
あ
る
町
に
し
よ
う
と
活
動
が
は
じ

ま
っ
て
い
ま
す
。

町
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
支
汲
を
よ
ろ

し
く
お
狐
い
し
ま
す
。

【

本

館

l

〇
常
任
専
門
委
員

体

育

伊

藤

吉

広

宮

水

撒

石

山

但

芙

宮

、水

凸

治

山

下

光

辛

岡

村

滑

利

松

本

芳

典

図

書

戒

野

知

u
恵

f

兵

加

節

了

浜
田
イ
ツ
ミ

台

本

曙

央

下
石
フ
キ
子
河
内
及
登
瓜

西
山
富
治
雄

生
活
文
化
西
本
喜
和
子
高
田
マ
サ
ミ

大

野

紗

夜

子

松

岡

鈴

子

"
J
k
T世
十

晨
示
広
報

分
館
艮
•
主
事
兼
務

〇
遍
営
審
議
会

大

村

博

平

田

知

之

兵

印

消

四

郎

堀
井
一
男

三
井

芳

江

兵

頭

＃

子

松

本

芳

典

沖

浦

賢

嗣

谷

本

一
敏

求

修

川

和

気

千

秋

松

岡

泌

出

林

義

一

雰

館

】

0
正
山
分
館

分
館
長

二
宮
繁
雄

主

事

北

川

敬

fn

部
落
主
事
閑
南
ヶ
在
義

（辺
野

iO
)

堀
江
花
勝

（山
槌
）
兵
叫
茂
朴

（協
生
）

山

m博
久

（嘉
城
）
久
保
常
明

（共
栄
）

永
田
杯
祁

（中
居
谷
）

0
中
央
分
館

分
館
長
菊
池
昭
三
郎

主

事

二
宮
秀

一

三

井

修

部
落
主
事
城
戸

一
博

（小
畑
井
）
畦

田
斉
範

（萩
野
迅
）
七
居
哲
雄

（汗
生
）

石
川
甘
義

（
上
森
山
）
山
本
宏
（
八

部
落
で
の
学
習
会

西
田
盛
夫

1

1

公
民
館
役
員
の
紹
介
I

I

い
ま
や
私
た
ち
日
本
の
国
は
、

世
界
に
誇
る
文
明
国
に
な
っ
て
い

ま
す
。し
か
し
な
が
ら
、
同
民
の
中
の

一
部
の
人
ぴ
と
は
、
長
い
あ
い
だ

に
わ
た
っ
て
身
分
差
別
を
受
け
つ

づ
け
、

い
ま
も
な
お

〇
臓
業
を
自
由
に
選
ぺ
ず

0
教
打
を
受
け
る
機
会
が
充
分
で

な
か
っ
た
り

〇
届
住
や
移
転
が
自
由
に
な
ら
ず

〇
結
婚
の
自
山
が
妨
げ
ら
れ
た
り

な
ど
、
苓
本
的
人
権
が
守
ら
れ
て

い
な
い
状
況
が
あ
り
ま
す
．

こ
の
よ
う
な
、
も
っ
と
も
深
刻

く
り
<Il<IIVIIVIIVIIV
n"／

ょ`
＂
“
沿t
"

3

.

9

巾
＄
ふ
し

、I
i
v
t
v
t
v"rVIIV
l"/

｀nvり
く
り
く
り
<
IIVIIく
り
<ii<ii

五
温
遭
翡
溢
円
渭
遺
唱

に
し
て
韮
大
な
社
会
問
題
を
、

一
般
に

同
和
問
題
と
い
っ
て
い
ま
す
。

同
和
問
題
は
‘

l
口
で
い
え
ば
、

間

違
っ
た
認
織
に
よ
っ
て
生
じ
て
い
る
差

別
問
題
な
の
で
す
。
一
人

一
人
が
同
和

問
四
を
花
し
く
認
識
し
て
、
そ
の
解
渭

に
向
か
っ
て
真
剣
に
収
り
組
む
必
炭
が

あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
国
民
の
中
に
は
‘

0
こ
の
民
主
主
親
の
世
の
中
に
ヤ
足
別
な

ど
あ
り
は
し
な
い
。

0
そ
っ
と
し
て
お
け
ば
、
自
然
に
泣
別

は
な
く
な
る
。

〇
知
ら
な
い
者
に
ま
で
知
ら
せ
る
よ
う

な
さ
わ
ぎ
立
て
は
し
な
い
月
が
よ
い
。

な
ど
、
同
和
教
百
に
つ

い
て
消
極
的
な

考
え
を
持
っ
て
い
る
人
が
あ
り
ま
す
が

二
、
「
同
和
問
題
」と
は

栗
）
清
水
浩
—
l•
坂
本
英
匹

（中
野
）

蒔
井
正
・
高
倉
達
子
（
小
薮
）
井
ヒ
学

幸
（
大
和
）
兵
頭
亀

一
肱
栄
）
三
瀬
次

男
・
和
気
武
＋

（下
鹿
野
川
）
村

m勝

好
・
山
内
栄
（
上
鹿
野
川
）
白
届
＾
ム
見

（
三
月
）

0
岩
谷
分
館

分
館
長
森
岡
鶴
拐

主

事

藤

莉

茂

治

部
窪
主
事
城
戸
特
役
偵

（下
敷
水
）

森
本
正
義
（
敷
水
）
訳
永
＾
＃
竺
上
敷
水
）

宮
山
昭

（下
嵯
峨
谷
①
）

川
本
寅
一

（
下

嵯
峨
谷
②
）
竹
森
府
中

（ヒ
嵯
峨
谷
）

松
田
龍
明

（像
の
木
瀬
）
橋
本
寿
恵
雄

（
菟
野
尾
）

0
大
谷
分
館

分
館
長
西
谷
義
明

主

事

二
宮
賢
一
郎

部
落
主
事

三
好
万
租
拐

（
白
右
）
三

浦
巡
一

（影
地
）
新
恒
行

（広
花
）
前

mか
明

（久
保
）
河
野

111災
（大
平
）

井
上
秋
雄

（大
屈
敷
）

〇
予
子
林
分
館

分

館

長

輻

田

博

主

事

三
瀬
健

一

部
落
主
事
束
修
司
・
浅
野
れ
災
忠

（柳
）
三
瀬
尚

一
・
兵
頭
ト
ミ
コ

（郷
）

三
瀬
丑
犬
・
芝
田
頼
＋

（市
の
日
）
上

川
良

一
•

浜
田
イ
ツ
ミ
（
瓜
生
谷
）
渡

辺
頼
雄
•
松
浦
カ
ヅ
エ（町
）
藤
山
爪

.• -................ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・' ' iのは 同
同和対策審議会とは ！であ和

政府は昭和35年「1,；J和対策寡謙会設置法」を制定し、翌36年 r同 I,• 
lすと 問
， を 題

和対策賽議会」を設立して rfiil和地区に関する社会的及び経済的t/'/！ たに
問題を解決するためのぶ本的方策」について印IIllしよ した． ： たか

問和対策嘗識会は、 4年の期間をかけて調忙沿動と賽鵡を重わ、 ： なか

昭和40年、内閣総攪大臣あて、 「この間題は． ｛•I人にも俣障されてい：
いわ

， 現る
る権利とn由が保陣されていないという、深刻で竃大な間闊であるJ : 状泣
ととなえ、 r吊急な解決は、国の賣任であり、閲J心的諜題である」こ： に別

： とを明らかにした答山を行いました． あ 間

・・・・・-・・・・・・・・・・・・・・・・・ヽ,.......................,................. る 題

・
右
Ill
ミ
サ
子

（
藤
の
原
）
二
宮
屯

男
•
岡
山
俊
司

（中
津
）
大
森
広
“
中

（小
介
）

＠
社
会
教
育
関
係
役
員

0
社
会
敷
育
委
員

公
民
館
迷
悩
宿
譲
会
委
只
廉
務

0
文
化
財
保
霞
審
議
会

上
井
豊
城
竹
森
＾
令
平
赤
岩
繁
喜

竹

原

勤

谷

本

一
紘

大

本

清

光

[農
業
資
料
館
】

〇
農
業
資
料
館
協
議
会
委
員

公
民
館
巡
件
審
議
会
委
μ
兼
務

0
民
俗
賣
料
委
員
会

宮
田
義
盛
村
上
祁
義

三
瀬
戊
+
山
内
吉
晴

城
戸
か
貨
伯
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交通事故無料相談
午前9時半～午後4時半（平8)土『f日は正午まで
0~門の相談貝ガ親身になってこ相談1こ廊じま可。
〇弁讀士相餃日：笞還木躍日午後1時～4時

社団法人日本投害保険協会

松山自動車保険謂求相談センター
松山市花関町1-3 日本生命松山市駅前ピル6階

松山開査事務所内

云0899-45-2335（直通） 0899-45-5500
電話のこ・相餃もお受けします

計
汰
法
の
規
定
に
よ
り
、
取
引
柾

明
に
使
用
す
る
ハ
カ
リ
は
、
三
年
に

一
度
検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
県
で
は
ハ
カ
リ
が
正

確
で
あ
る
か
ど
う
か
の
検
布
を
次
の

日
程
で
行
な
い
ま
す
の
で
取
引
証
明

に
使
用
す
る
ハ
カ
リ
は
必
ず
検
査
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
検
査
を
受
け
ず
に
ハ
カ
リ

を
使
用
す
る
と
五
万
円
以
下
の
罰
金

に
処
せ
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
検
査
日

7
月

8
日
（金）

午
前

10時
1
午
後

2
時

▽

検

査

場

肱

川
町
公
民
館

▽
手
数
量

100円
ー
直
円

詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
企
画
課
ま

で
お
間
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

計
景
器
は

必
ず
定
期
検
査
を
I

7月の日曜祝日当直医
日 当直医 龍 話

3日 莉橋医院 (08934) 4 -2 0 1 0 
(l.l) （五十綺岡）

10日 笞根医院 (08934) 4 -2 8 0 1 
(11) （内子町）

17 B 芳我外科医院
(08934) 4-2 5 6 0 

(n) （内子町）

24日 宝来医院 (08934) 4 -2 2 4 8 
(El) （内子町）

31日 小川医院 (08934) 4-2 8 1 5 
(II) （内子町）

7
月

12
日
図

午
前

10時
ま

で

▽
場
所
肱
川
町
役
場

濠
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

▽
日
時

＠
妊
婦
健
康
診
査

7
月

11
日
仰

午
前

10時
ー
午
後
2
時

30

分肱
川
町
公
民
館

松
尾
邦
彦
先
生

（
大
洲
市
立
病
院
）

妊
娠
中
の
栄
養

午
前
中
は
調
理
実
羽

午
後
は
秒
察
ヰ
行
い
ま
す
。

＠
行
政
相
談
7
月

5
日
閲

午
前

9
時

1
午
後

4
時

▽
場
所
肱
川
町
公
民
館

心
配
ご
と
相
談
呈

▽
相
談
只
福
田
保
委
貝

不
用
犬
回
収
日

▽
日
時

▽
内
容

▽
功
所

▽
医
師

＊
相
談
且
の
自
毛
相
談
も
受
け

付
け
ま
す
。

▽日時

▽ ▽ ▽ 
大受 医診

付 療

眼＇
日 師日

11時午前8 石白 科眼妓愛週毎 科病
3分0時 素 大月 を院了—

学犀 曜日ま30 慶 開に
で分 設

＼ 部

7 7 7 札l
月 月 月
25 15 5 談
ロ 日 日
切） 絵 (‘k.) 日

戒兵 山蔵 沖本宮福 但
野頭 内田 野田 当
知u・9 相
恵芳 滸瓜 伍正 談
子一 勝僭 三巳保 u 

▽

時

間

午

前

9
時

1
午
後

4
時

▽

場

所

肱

川
町
公
民
館

心
配
ご
と
相
談
呈

＠
心
配
ご
と
相
談ヽ

本
年
も
六
月
十
五
日
か
ら
暑
中
見

舞
用
絵
入
り
築
杏
（
つ
ば
め

・
は
ま

ゅ
う

・
夏
の
絵
日
記
）
の
三
種
類
を

発
売
し
て
い
ま
す
。
「
夏
の
絵
日
記
」

は
、
秤
少
年
の
皆
さ
ん
に
手
紙
を
密

く
習
慣
を
身
に
つ
け
て
い
た
だ
く
た

め
、
今
回
特
に
種
類
を
増
し
．
て
発
売

さ
れ
た
も
の
で
す
。
ご
家
族
の
近
況

や
夏
祭
り
の
話
迎
な
ど
を
添
え
た
涼

し
い
夏
便
り
を
み
ん
な
で
出
し
ま
し
ょ

゜
‘
?
 小

・
中
学
生
の
皆
さ
ん
を
対
象
に

第
十
六
固
手
紙
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
の

作
品
を
幕
集
し
て
い
ま
す
。

自
分
の
気
持
ち
を
す
な
お
に
表
現

し
息
い
や
り
の
こ
も
っ
た
手
紙
文
を

四
百
字
づ
め
原
稿
用
紙
五
枚
以
内
に

ま
と
め
て
、
七
月
二
十
日
ま
で
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
い
こ
と
は
郵
使
局
へ
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

＠
手
紙
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

作

品

募

集

中

＠
暑
中
見
舞
は
が
き

六
月

十

五

日

か

ら

発

売

＠
農
地
相
談
6
月
25
日
出

午
前

9
時
ー
午
後

4
時

▽

場

所

役

場
第

3
会
議
室

▽
担
当
相
談
且

•• 

▽
日
時

．
 

＊

＊

＊

＊

＊

＊

 

ご

め

い

ふ

く

を

＊

＊
 
＊

＊

 

＊

お

祈

り

い

た

し

ま

す

＊

|

＊

＊

＊

＊

＊

 

＊
 

lf野
キ
ヌ
さ
ん
(69歳
）

森
本
リ
エ
さ
ん
(82政）

沖
田
能
子
さ
ん
(73歳
）

中
田
孝
充
さ
ん
(42歳）

兵
頭
儀
市
さ
ん
(78歳
）

肱 協 協 敷 肱

栄 生 生 水 栄

．
 

*
＊
＊
＊
＊
1

.
*
 

く

お

誕

生

お

め

で

と

う

＊＊
 

＊
 
＊

ご

ざ

い

ま

す

＊

＊
＊
＊
＊
＊
 

＊
 嘉
城

山

田

随

久

さ

ん

二
男

勝

ち

ゃ

ん

小

畑

井

中

野

孝

廣

さ

ん

二
男

晴

夫
ち
ゃ
ん

野

瓜

越

寃

さ

ん

三

女

美

妃

ち

ゃ

ん

槌
谷
本
幸
治
さ
ん

長

女

理

忠

ち

ゃ

ん

常
稲
田
直
義
さ
ん

二

女

英

美

ち

ゃ

ん

生

岡

田

康

さ

ん

艮
女
麻
衣
子
ち
ゃ
ん

協 広 山 中

♦
 

．
 

福

山

保

委

且

＊
農
業
関
係
に
つ
い
て
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。


